
情報公開文書 

1. 研究の名称 
臨床実習のオート・エスノグラフィー 
 
2. 研究の目的 
診療参加型臨床実習の重要性が叫ばれている今日、臨床実習生がどのような文化の中で、

どのような実習を行い、実際にどのような経験をしているのかについては十分に明らかに

なっていません。本研究では、オート・エスノグラフィーという手法を用いて日本における

臨床実習の実際を記述し、医学生が医師としてのアイデンティティを獲得するプロセスを

明らかにしようと考えております。オート・エスノグラフィーは、ある個人が、自分自身を

研究対象とし、広い社会・文化的文脈の中で自らの経験を自己再帰的に考察する手法です。 
 
3. 研究期間 
 研究実施期間は、倫理審査委員会の承認日から 6年間です。 
 
4. 倫理審査 
本研究は、京都大学大学院医学研究科・医学部及び医学部附属病院 医の倫理委員会の審

査を受け、研究機関の長の許可を受けて実施しています。 
 
5. 研究機関の名称・研究責任者の氏名 
京都大学大学院医学研究科医学教育・国際化推進センター 教授 小西靖彦 
 
6. 利用または提供する試料・情報の項目 
 本研究では、研究実施者が正課の臨床実習期間（2019年 4月～2021年 3月）に記述した

フィールドノートのデータを利用します。オート・エスノグラフィー研究におけるフィール

ドノートとは、臨床実習における自己省察についての記述の集積です。 

 
7. 個人情報の取扱い 
 フィールドノートは分析前に匿名化を行い、個人が特定可能な情報は施設外に持ち出しせ
ん。文章にする際に個人の名前や所属機関は全て削除し、代わりに研究用の番号・記号をつ

けて取り扱います。個人の名前・所属機関と研究用の番号・記号を結びつける対応表のファ

イルは、パスワードを設定した USB フラッシュメモリを別途用意して保存し、USB フラ
ッシュメモリを医学教育国際化推進センター内に鍵を掛けて保管します。研究データは、論



文化から少なくとも 10年以上保管します。 
 
8. 試料・情報の利用目的・利用方法 
本研究においては、研究実施者が記述したフィールドノートを、先行理論との比較分析、

グランデッドセオリーに類似した分析方法としてフィールドの中で得られた情報から類似

のコードを抽出しカテゴリーに分けてテーマ生成する方法、文化分析と呼ばれる比較分析

とグランデッドセオリーに類似した方法を混合した方法を用いて分析します。 

既存の情報を利用する研究ですので、あらためて文書による同意取得は行いません。この

情報公開文書を京都大学大学院医学教育・国際化推進センターHP に公開し、本研究へのデ
ータ提供を拒否する機会を保証します(オプトアウト)。 

本研究で記述したフィールドノートを、別の研究に利用することがあるかもしれません

(二次利用の可能性)。現時点で二次利用の具体的な予定はありません。二次利用の際は、倫

理審査委員会において改めて審査、ならびに研究機関の長の許可を受けたうえで、研究を行

います。 
 
9. オプトアウトの保証 

 この情報公開文書を読み、すでに記述されたフィールドノートを研究で利用することに同

意いただけない場合、お手数ですが、下記の担当者または相談窓口まで御連絡下さい。 
同意拒否または同意撤回の御連絡をいただいた場合、順次、該当するフィールドノートの

データを破棄します。ただし、同意撤回の時点ですでに研究に使用され結果が得られていた

場合には、そのデータに関しては使用される可能性があります。  
担当者：京都大学医学部医学科 外山尚吾 
 (Tel) 080-1511-5644 (E-mail) shogo106.outmt.bunri.2@gmail.com 
相談窓口：京都大学医学研究科 総務企画課 研究推進掛    
（Tel）075-753-9301 （E-mail）kikaku06@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 
 
10. 当該研究を実施する全ての共同研究機関の名称及び研究責任者の氏名 
京都大学大学院医学研究科医学教育・国際化推進センター 教授 小西靖彦 
 
11. 試料・情報の管理について責任を有するものの氏名又は名称 
京都大学大学院医学研究科医学教育・国際化推進センター 教授 小西靖彦 



 
12. 他の研究対象者等の個人情報及び知的財産の保護等に支障がない範囲内で
の研究に関する資料の入手・閲覧およびその方法 

 本研究に関する資料(研究計画書など)の入手、閲覧を希望される場合は、下記の担当 

者、もしくは相談窓口(14. 研究対象者等からの相談への対応)に御相談ください。 
 
13. 研究資金・利益相反について 
研究資金は運営交付金です。また、本研究は、特定の企業からの資金提供を受けておりま

せん。利益相反については「京大利益相反ポリシー」「京都大学利益相反マネジメント規定」

に従い、「京都大学臨床研究利益相反審査委員会」において適切に審査・管理しています。 

 
14. 研究対象者及びその関係者からの求めや相談等への対応方法 
 本研究について何か分からないことや心配なこと、同意の撤回を希望されることが 
ありましたら、いつでも下記の担当者または病院相談窓口に御相談下さい。 
担当者：京都大学医学部医学科 外山尚吾 
 (Tel) 080-1511-5644 (E-mail) shogo106.outmt.bunri.2@gmail.com 
相談窓口：京都大学医学研究科 総務企画課 研究推進掛    
（Tel）075-753-9301 （E-mail）kikaku06@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp 


